
 

 ２／18（水）、２／27（金）の行事      　【道庁プレスリリース】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報道発表資料の配付日時　　２月13日（金）10時00分 

 発 表 項 目  令和７年度上川管内教育実践表彰に係る表彰状授与について

（　行　事　名　）

 記者レクチャー (実施日時)   発 表 者

 

 の お 知 ら せ   発表場所

    上川教育局では、昭和48年度から、上川管内の学校教育又は社会教育にお

 概 要 いて優れた実践活動に取り組み、管内教育の向上に大きく貢献している団体

及び個人を表彰することにより、その功績を讃えるとともに、管内教育の振

興・充実を図ることを目的として、上川管内教育実践表彰を行っています。 

　今年度については、令和８年（2026年）１月23日付けで、３団体、１個人

の表彰を決定し、次の日程により伝達表彰を行いますので、お知らせします。 

 

  ＜受賞者の概要及び表彰状授与日時・場所＞ 

(1) 名寄市立風連中学校　校長　石本　義行 

 　　「ICTを活用した教育DXの実践」

  　 令和８年（2026年）２月18日（水）

　　15時30分～16時30分 名寄市民文化センター 

(2) 名寄市立名寄西小学校　教諭　香川　寛明 

 　　「校務DXを活用したWell-beingの向上」

 　　令和８年（2026年）２月18日（水）

　　15時30分～16時30分 名寄市民文化センター 

 (3)名寄SL排雪列車（キマロキ）保存会

 　　「SL排雪列車キマロキ編成の保存活動」

 　　令和８年（2026年）２月18日（水）

　　15時30分～16時30分 名寄市民文化センター 

(4)北海道おといねっぷ美術工芸高等学校　校長　菊地　裕幸 

 　「学びを社会へつなぐ特色ある教育の推進」

   　令和８年２月27日（金）

 　　11時30分～12時30分　北海道おといねっぷ美術工芸高等学校

 参 考

 報 道 ( 取 材 )  

 に 当 た っ て 

 の お 願 い

 他 の ク ラ ブ  同 時 配 付 (場所)

 と の 関 係  同 時 レ ク

 担 当 　上川教育局企画総務課長　髙岡　尚弘 

 （ 連 絡 先 ） 　ＴＥＬ：0166-46-5160（内線：3100）



■ 選考の観点

（１） 実践活動の内容に特色があること。

（２） 実践活動が継続的に行われていること。

（３） 実践活動が教育関係者や地域住民から高く評価されていること。

（４） 実践活動の成果が、管内教育の向上、振興に貢献していること。
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教務主任として、学校の教育目標の実現に向けて教育課程
の編成・実施・評価及び、管理に努めるとともに、自校及び域
内の道徳教育の充実に寄与している。
ICTに関する知識・技能を生かし、学校ポータルサイトを確立
して、教員の業務の効率化に寄与している。

「名寄ＳＬ排雪列車(ｷﾏﾛｷ)保存会」は、昭和51年に名寄市が
旧国鉄より無償貸与を受けたキマロキ編成車両の保守・管理
を市から委託を受けている団体であり、現在32名が在籍して
いる。
会員は旧国鉄職員のＯＢや近隣に在住の鉄道愛好家の
方々で構成され、ＳＬに関する専門的知識と経験を生かし、
毎年、保存活動の一環として車両へのシートかけや撤収作
業を定期的に実施しているほか、車両本体の一斉清掃や塗
装作業等を行っている。

教育実践の概要

令和7年度上川管内教育実践表彰　資料

SL排雪列車キマロキ編成の保存活動名寄SL排雪列車（キマロキ）保存会

教育実践のタイトル

北海道おといねっぷ美術工芸高等学校
校長　菊地　裕幸

学びを社会へつなぐ特色ある教育の推進

名寄市立名寄西小学校
教諭　香　川　寛　明

校務DXを活用したWell-beingの向上
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区　分 被表彰者名

名寄市立風連中学校
校長　石　本　義　行

ICTを活用した教育DXの実践

表彰受賞者

校務DXによる校務効率化による「働き方改革」の推進すると
ともに、学習データの利活用による授業改善サイクルを確立
させるなど、ICTを活用した教育DXを推進した。

道内唯一の工芸科の高校として、単に各生徒の技術向上を
目指すのではなく、学びを地域、社会へとつなぐための工夫
がなされた教育活動を推進しており、地域の活性化の一翼を
担っている。


